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八峰消防署からのお知らせ
夏休み期間中の火災予防および事故防止について夏休み期間中の火災予防および事故防止について

１　家の近くや燃えやすい物のある場所で花火遊びをしない
２　花火に書いてある注意事項を守る
３　花火は必ず大人と一緒に遊ぶ
４　マッチやライターを持ち歩かない
５　子どもの手の届くところにマッチやライターを置かない

≪火遊びによる事故が増加中！　夏休みに気をつけて！≫
　子ども達にとって待ちに待った夏休みがやってきます。夏休みは学校や授業から解放されて、学
校以外での様々な体験ができる機会です。一方で子ども達の気も緩みがちになり、思わぬ事故に巻
き込まれる心配があります。事故がない楽しい夏休みを過ごせるように、下記の注意事項を守りま
しょう。

※保護者の方へ
　夏休み期間中、子ども達の自由時間が多くなる分、危ない目に遭う危険が高くなります。大
人が、子どもにどんな危険があるのか丁寧に指導し、子ども自身が自分の身を守るために必要
なことを教えてあげて下さい。
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岩きちのジオクイズ
Q.ぼくの頭にのっているのは
　「柱状節理」ですが、この
　「柱状節理」はどうやって
　できたのでしょう。

　①人工的に作られた
　②溶岩が冷えて固まった
　③砂や泥が固まった
　④生物の死骸が固まった

町の良さ、ジオパークの楽しさを伝えるため、ガイドを養成中です！

　６月７日、第１回ジオガイド養成講座を開催しま
した。町内をはじめ能代市、秋田市などの30代～
80代の男女18人が受講しました。
　当日は、湯沢市ジオパーク推進協議会専門員の伊
藤健太郎さんを講師にお招きし、「ジオガイドを考
えてみる」と題してワークショップと講義を行いま
した。

　ワークショップでは、湯沢の石を見比べて、地球
について考えました。講義では、人の行動や価値観
が変化していく中で、ジオパークを訪れてもらうた
めには、「絶景」「美食」「体験」という付加価値
を提供していくことが必要だというお話がありまし
た。
　そして、身の回りにある「なぜ」に気づくことが
大切であり、ジオガイドの役割として大事になるの
は、ジオストーリー（物語性）だと強調しました。

　また、６月21日、第２回ジオガイド養成講座を
開催しました。講師に、秋田大学の林信太郎教授を
お招きして「白神山地の恵みに生きる人々」をテー
マに、「①白神山地はなぜ高い」「②八峰町は火山
の博物館」「③白神山地の恵み」の３つの章に分け
て講義していただきました。

リゾートしらかみの車内アナウンスを録音しました

　JR五能線リゾートしらかみの車内アナウンスを録音しました。八峰白神
ジオパーク推進協議会から提案し、実現したもので、鳥形駅を通過後アナ
ウンスが流れる予定です。絵本や紙芝居の読み聞かせを行うサークル、お
はなしの会「かもめ」会長の山本百合子さんに原稿を読んでいただきまし
た。乗車した際には、ぜひ聞いてみてください。

　大地の動き、火山の働き、それらがもたらした恵
み等、初歩的なところから専門的なところまで楽し
く教えてくださいました。皆さんは、「八峰町で火
山が見える」ことを知っていましたか？どういうこ
とか、今後紹介していきます。
　また、午後からはフィールドワークを行いました。
参加者の皆さんは、目の前に広がる景色がどんな風
にできたのか、その地形が暮らしにどんな影響を与
えたのか、とても真剣に話を聞いていました。

◀鹿の浦展望所
　で大地の活動
　の説明を聞き
　ました。

◀湯沢の石を自由に
　分類しました。

ジオガイド養成講座スタート！
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■問合せ先　八峰消防署　☎76－3119

岩きち
がん

ヒント: 広報はっぽう８月号を見てみよう。

山本百合子さん

こたえ: ②溶岩が冷えて固まった。冷えて固まる際に割れ目が入って柱のような形になった。

～♪
世界自然遺産白神山地の
麓に位置する八峰町は、
八峰白神ジオパークとし
て認定されています。




